
数年ぶりに雨模様だった秋のオープンキャンパス
同時開催の愛工大祭・工科展も盛り上がりました！

受付は会場入口に設置されたテーブルで受付票を記入した方から順
に入場します。開場時間前からすでにかなりの人数が記入を終え、入
場待ちの列を作っていました。開場後は記入済みの受付票と引き換え
にオープンキャンパスのトートバッグを受け取ります。トートバッグの中
は愛工大オリジナルグッズのほか、アンケート用紙、愛工大の美味しい
ランチを体験できる無料チケットも添付されていました。

説明会

2025年10月11日（土）、八草キャンパスにて秋のオープンキャンパスが開催されました。当日は午後
から雨予報が出ており来場者が心配されましたが、いざ10時開場時間になると受付前には例年に
ないほど長い来場者の列が！お子様連れ、友達同士、高校生とその保護者など、オープンキャンパス
と大学祭をどの順番でまわろうかと話し合っている姿が見られました。それでは愛工大祭・工科展
も同時開催で大賑わいだった当日の様子をダイジェストでお送りします。

Information session

来場受付

大学概要説明
愛工大は他大学と比べて何が
違うのか？14もある専攻はそれ
ぞれ何を学んでいるのか？など
を分かりやすく解説。「電気工学」
と「電気情報工学」、「機械工学」
と「機械創造工学」など、高校生
には想像しにくい学びの違いも
丁寧に説明されていました。夏
のオープンキャンパスとは異な
り、ある程度志望校として見定
めた上での来場者が多いのか、
親御さんと一緒に真剣な表情
で聞き入る様子が見られました。

愛工大に入学するための各種
入試制度やそのポイントを解
説。愛工大独自の「工学部推薦」
の内容など、この時期には重要
な情報だけに真剣な表情でメ
モをとる姿も。募集要項には書
いていないここだけの情報を
交え、試験対策について詳しく
話を聞くことができました。

入試説明&
推薦入試対策講座

愛工大の大学案内はもちろん、入試ガイド、入試
問題集（赤本）、理系女子向けの冊子など、自由に
持ち帰ることができます。高校生たちは内容を吟
味しながら、次々と手に取っていきます。山積み
された資料はみるみるなくなっていきました。

資料配布コーナー
入試について気になっていることを何でも相
談できるコーナー。大学職員に個別に相談で
きるとあって、いつも順番待ちが出るほど大盛
況です。今回も順番待ちブースに人が途切れ
ることのない人気ぶりでした。

入試相談コーナー

10/11
10:00 /£14:00
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工科展

愛工大祭

学生たちの日頃の研究成果をプレゼンテーション！ユニークで興味深いものばかりです。

大学祭も同時開催! 2025年のテーマは「ZENKAI」第65回

今年の愛工大祭のテーマである「ZENKAI」は、全身全霊を捧げて挑み、何があっても立ち直り、みんなで一丸となって完成させる「全開」「全快」「全会」という意味が込められ
ています。大学内に設置されたスタンプポイントでスタンプを押し、すべて集めれば景品をゲットできる「スタンプラリー」、出店が並ぶ「楽市楽座」、クラブ展、人気アーティスト
を招いての野外ライブなど、楽しいイベントが盛りだくさん！高校生はイベントを楽しみ尽くす先輩たちの姿を見て、未来のキャンパスライフに思いを馳せているようでした。

同時開催

工科展（AITプラザ1階ほか）は、研究室やサークル、チャレンジプロジェクトなど、それぞれの研究グループが日頃どのような研究を行っているのかを発表するイベ
ントです。災害支援ロボットやロケット、学生フォーミュラなど、愛工大ならではといったブースが勢揃いし、高校生たちにアピールしていました。体験型のブースも多
く、実際に手を動かして楽しそうに笑顔を浮かべる高校生たちの姿が見られました。

2025年12月に開催されるインタラクティブなシ
ステムやソフトウェア系の学術会議「WISS2025」
への出展をめざすプロジェクト。当日は人が描い
たキャラクターを3DCGのダンスステージ上で
踊らせるコンテンツを展示。最終的には人の動き
に合わせて動かす予定だが実装はこれからとの
こと。1年生コンビが「ぜったい間に合わせます！」
と意気込みを語ってくれました。

コントローラーで自由に操作できる人型二足歩
行ロボットや、現在研究を進めている四足歩行の
「四輪脚ロボット」のデモを展示。GPUを使って多
数のモーターを制御することで、いかに滑らかな
（自然な）動きができるかを追求しているそう。2
台でバトルするロボットの姿や転んでも自分で立
ち上がるその勇姿を、大人も子どもも目を輝かせ
て見学していました。

体験型デジタルコンテンツの
開発とWISS2025への挑戦

人型二足歩行・走行・
バトルホビーロボット及び
四輪脚ロボットの開発
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